
小
満

【末候】
麦の秋
（とき）
至る

1 水 先負 旧四月　三十 衣更え
三りんぼう

2 木 大安 旧五月　　一

3 金 赤口 二

4 土 先勝 三 母倉日月徳

5 日 友引 四 一粒万倍日母倉日

芒
種

【初候】
かまきり生ず

6 月 先負 五 芒種
不成就日

7 火 仏滅 六 天一天上一粒万倍日

8 水 大安 七 天赦日一粒万倍日

9 木 赤口 八

10 金 先勝 九 月徳

【次候】
腐草

（くされたるくさ）
蛍となる

11 土 友引 十 入梅
地火

12 日 先負 十一

13 月 仏滅 十二

14 火 大安 十三 不成就日

15 水 赤口 十四

【末候】
梅の実
黄ばむ

16 木 先勝 十五
三りんぼう
母倉日

17 金 友引 十六 母倉日

18 土 先負 十七

19 日 仏滅 十八 一粒万倍日

20 月 大安 十九 一粒万倍日月徳

21 火 赤口 廿

夏
至

【初候】
乃東

（なつかれぐさ）
（薬草）
枯る

22 水 先勝 廿一 夏至
不成就日

23 木 友引 廿二 地火

24 金 先負 廿三

25 土 仏滅 廿四

26 日 大安 廿五 八専入り
（～７月７日）

【次候】
菖蒲

（あやめ）
花咲く

27 月 赤口 廿六

28 火 先勝 廿七 三りんぼう母倉日

29 水 友引 廿八 母倉日

30 木 先負 廿九
夏越祓
不成就日
月徳

夏
至

【次候】
菖蒲（あやめ）
花咲く

1 金 赤口 旧六月　　一 一粒万倍日

【末候】
半夏

（はんげ）
（毒草）
生ず

2 土 先勝 二 半夏生
一粒万倍日

3 日 友引 三

4 月 先負 四

5 火 仏滅 五 地火

6 水 大安 六 不成就日

小
暑

【初候】
温風

（あつかぜ）
至る

7 木 赤口 七 小暑
七夕

8 金 先勝 八
陰遁始め
月徳

9 土 友引 九

10 日 先負 十

11 月 仏滅 十一

12 火 大安 十二

【次候】
蓮はじめて
開く

13 水 赤口 十三 母倉日

14 木 先勝 十四

初伏
大犯土
三りんぼう
一粒万倍日
不成就日
母倉日

15 金 友引 十五

16 土 先負 十六

17 日 仏滅 十七 一粒万倍日

【末候】
鷹技（わざ）
を習う

18 月 大安 十八
海の日
月徳
地火

19 火 赤口 十九

20 水 先勝 廿 夏土用入り

21 木 友引 廿一

22 金 先負 廿二 小犯土不成就日

大
暑

【初候】
桐はじめて
花を結ぶ

23 土 仏滅 廿三 大暑

24 日 大安 廿四 中伏

25 月 赤口 廿五 母倉日

26 火 先勝 廿六
三りんぼう
一粒万倍日
母倉日

27 水 友引 廿七

【次候】
土潤ってむし

暑し

28 木 先負 廿八 十方暮月徳

29 金 仏滅 廿九 一粒万倍日

30 土 大安 三十 不成就日地火

31 日 先勝 旧七月　　一

大
暑

【次候】
土潤って
むし暑し

1 月 友引 旧七月　　二 八朔

2 火 先負 三 不成就日

【末候】
大雨ときどき

降る

3 水 仏滅 四

4 木 大安 五

5 金 赤口 六

6 土 先勝 七 母倉日

7 日 友引 八

天赦日
三りんぼう
一粒万倍日
母倉日
月徳

立
秋

【初候】
涼風至る

8 月 先負 九 立秋
母倉日

9 火 仏滅 十

10 水 大安 十一 不成就日

11 木 赤口 十二 母倉日

12 金 先勝 十三 三りんぼう地火

【次候】
ひぐらし
鳴く

13 土 友引 十四 末伏一粒万倍日

14 日 先負 十五 母倉日

15 月 仏滅 十六 月遅れ盆
月徳

16 火 大安 十七

17 水 赤口 十八 母倉日

【末候】
深き霧
まとう

18 木 先勝 十九 不成就日

19 金 友引 廿

20 土 先負 廿一 母倉日

21 日 仏滅 廿二 天赦日

22 月 大安 廿三

処
暑

【初候】
棉（わた）の花

開く

23 火 赤口 廿四 処暑
母倉日

24 水 先勝 廿五 三りんぼう地火

25 木 友引 廿六

八専入り
（～９月５日）
一粒万倍日
月徳

26 金 先負 廿七 不成就日母倉日

27 土 仏滅 廿八

28 日 大安 廿九

【次候】
天地はじめて
粛（さむ）し

29 月 友引 旧八月　　一 母倉日

30 火 先負 二 不成就日

31 水 仏滅 三
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◆ 太陰・太陽暦に見る農作業暦 ◆
　「大安」「仏滅」「友引」など、今も生活に大きな影響を及ぼす「六曜」。 さぞ昔から重要視されていたと思いきや、意外
や意外、広く使われるようになってから、実はまだ15 0年も経っていません。中国から日本へ伝わったのは14世紀ごろですが、
当初は名称も異なり、吉凶を占うものではなく、今の日曜、月曜…のように日の順番を表すものでしかありませんでした。
　現在の形になったのは、江戸後期のことです。明治に入り、暦に「不成就日」などの迷信を記すのは禁止になったのですが、
六曜は迷信と関係がなかったため生き残り、それが次第に占いの意味をもつようになったというわけです。
　先勝は午前中、急用、訴訟は吉、先負は逆で午後が吉。大安はすべてに吉で、特に婚礼や旅行、移転によいとされます。仏
滅はすべてに凶で、結婚式を避ける風習が根強く残っています。友引は朝夕が吉で正午が凶、「友を引く」ので祝いごとには
よいようです。赤口は朝夕が凶で正午が吉、火の元や刃物に注意とのことです。あまり振り回されるのは考えものですが、赤
口なら収穫時には刃物の取り扱いに気をつけるなど、生活にメリハリをつける程度に意識するのがいいのかもしれません。
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